
第58回第58回

奈川三味線同好会の演奏

苔玉作品

学んだそば打ちの腕をお披露目

農産物優秀賞

農産物特別賞（ビッグ）

協賛団体

保平かぶ 奥原　美喜子（神谷）
大　根 奥原　さと江（田ノ萱）
花　豆 奥原　さよ子（寄合渡）
キャベツ 勝山　美智子（追平）
人　参 奥原　あき子（田ノ萱）
甘龍かぼちゃ 橋本　実嗣　（古宿）
地ささげ 齊藤　芙代子（田ノ萱）

観賞用かぼちゃ 奥原　和好（神谷）

ふるさと奈川をおこす会
奈川地区福祉ひろば事業推進協議会

あづみ農協奈川支所
奈川山菜(株)

(一財)奈川振興公社 立派な農産物が並びました

手踊り１舞、被り５舞が披露されました

かんりゅう

（敬称略） 奈
川
獅
子
舞

 

鹿
児
島
で
躍
動

奈川地区文化祭奈川地区文化祭
　

10
月
28
、
29
日
、
第
58
回

奈
川
地
区
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
お

天
気
で
し
た
が
、
農
産
物
、

文
化
展
に
来
場
し
た
方
々
は

熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

物
販
は
農
機
具
か
ら
衣
料

品
、
食
品
と
豊
か
な
品
ぞ
ろ

　

11
月
３
日
、
鹿
児
島
市
で
行
わ

れ
た
第
66
回
お
は
ら
祭
に
て
奈
川

獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
鹿
児
島
市
・
松
本
市　

文
化
・

観
光
交
流
協
定
」
が
締
結
さ
れ
て

５
周
年

と
な
る

平
成
29

年
。
両

市
の
さ

ら
な
る

え
。
さ
ら
に
初
の
試
み
と
し

て
行
わ
れ
た
の
が
、
隔
月
開

催
の
公
民
館
講
座
「
そ
ば
打

ち
講
習
会
」受
講
生
に
よ
る
、

か
け
そ
ば
の
販
売
で
す
。
手

打
ち
し
た
奈
川
在
来
そ
ば
を

多
く
の
来
場
者
に
振
る
舞
い

ま
し
た
。

　

午
後
は
芸
能
祭
で
す
。
こ

ど
も
太
鼓
に
始
ま
り
舞
踊
、

三
味
線
と
続
き
ま
し
た
。
そ

し
て
コ
ー
ラ
ス
、
新
生
吹
奏

楽
部
の
演
奏
で
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

交
流
を
図
り
、
南
九
州
最
大

の
祭
り
と
し
て
発
展
し
て
い

る
お
は
ら
祭
に
、
奈
川
獅
子

舞
保
存
会
21
名
が
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
午
後
か
ら
小
雨
が

降
っ
た
も
の
の
、
鹿
児
島
の

街
で
獅
子
が
堂
々
と
舞
う
姿

は
、
た
く
さ
ん
の
観
覧
者
を

魅
了
し
ま
し
た
。
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第14回第14回

総
合
順
位 
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

優　

勝　
　

み
よ
り
公
民
館

　

準
優
勝　
　

追
金
公
民
館

　

３　

位　
　

三
和
公
民
館

　
　

〃　
　
　

古
宿
公
民
館

公
民
館
対
抗
種
目 
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

カ
ム
オ
ン 

入
田
公
民
館

　

力
を
合
わ
せ
て
ヨ
イ
シ
ョ  

み
よ
り
公
民
館

　

お
父
さ
ん
の
晩
酌 

追
金
公
民
館

　

い
ば
ら
の
道
リ
レ
ー 

み
よ
り
公
民
館

奈
川
小
中
学
校
（
得
点
） ＊
＊
＊
＊
＊

　

赤　

組　
　

29
点

　

白　

組　
　

29
点

第14回  秋の大運動会結果第14回  秋の大運動会結果

ハロウィン大会ハロウィン大会放課後
子ども教室
放課後
子ども教室

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

諏
訪
湖
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

諏
訪
湖
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

秋の大運動会
カムオン

いばらの道リレー

荒 馬

ジャンケン
　　　 ポン！

男性の方も参加いただけました

　

10
月
10
日
、
文
化
セ
ン

タ
ー
夢
の
森
に
て
、
奈
川
小

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
子
ど

も
達
に
よ
る
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

様
々
な
仮
装
に
身
を
包
ん

だ
子
ど
も
達
は
、
館
内
に
置

か
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

の
中
身
当
て
に
挑
戦
。
中
身

の
見
え
な
い
不
気
味
な
箱
の

中
に
そ
っ
と
手
を
入
れ
て

は
、そ
の
感
触
を
ヒ
ン
ト
に
、

中
に
入
っ
て
い
る
物
を
当
て

よ
う
と
、
想
像
力
を
働
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　

風
邪
で
お
休
み
し
、
参
加

で
き
な
か
っ
た
子
も
い
た
の

で
残
念
で
し
た
が
、
一
足
早

い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
気
分
を
満
喫

で
き
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　

９
月
９
日
、
奈
川

小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
第
14
回
秋
の

大
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は

快
晴
で
、
絶
好
の
運

動
会
日
和
。
今
年
も

地
区
・
学
校
・
保
育

園
合
同
で
の
運
動
会

は
、競
技
に
応
援
に
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
た
く
さ
ん
の
方
々

が
熱
中
し
、
ひ
と
り

ひ
と
り
が
輝
い
た
最

高
の
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

10
月
２
日
、
曇
り
空
の
下

19
名
で
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
諏

訪
湖
め
ざ
し
て
８
時
半
に
奈
川

を
出
発
。
４
キ
ロ
と
２
・
３
キ

ロ
に
分
か
れ
て
諏
訪
湖
の
ほ
と

り
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し

た
。
湖
周
辺
は
歩
き
や
す
く
、

予
定
の
時
間
よ
り
早
く
ゴ
ー
ル

　

今
年
度
上
半
期
、
図
書
室
で

最
も
読
ま
れ
た
本
は
小
川
糸
著

「
ツ
バ
キ
文
具
店
」
で
し
た
。
こ

の
作
品
は
鎌
倉
で
小
さ
な
文
具

店
を
営
む
若
い
女
性
が
主
人
公

で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
祖
母
に

仕
込
ま
れ
た
書
道
の
腕
を
生
か

し
、
代
筆
屋
な
る
も
の
も
し
て

い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
自
分
で

は
書
け
な
い
手
紙
を
持
ち
込
む

人
々
の
気
持
ち
に
よ
り
沿
う
よ

う
に
、
主
人
公
は
紙
を
選
び
、

筆
（
毛
筆
だ
っ
た
り
、
万
年
筆

だ
っ
た
り
と
様
々
）
を
選
び
、

切
手
に
ま
で
細
か
な
心
配
り
を

し
て
封
を
し
ま
す
。
ど
ん
な
手

紙
な
の
か
は
読
ん
で
の
お
楽
し

み
。

　

ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
で
主
人
公
を
演
じ
た
の
は

私
の
大
好
き
な
多
部
未
華
子
さ

ん
で
し
た
。
美
し
い
鎌
倉
の
風

景
と
共
に
、
多
部
さ
ん
の
豊
か

な
表
情
が
一
層
ド
ラ
マ
を
盛
り

立
て
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

今
も
貸
出
が
絶
え
な
い
「
ツ

バ
キ
文
具
店
」
次
は
あ
な
た
が

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

（
竹
田
原　
優
子
）

に
到
着
。
お
い
し
い
昼
食

を
い
た
だ
き
、
買
い
物
も

し
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。
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